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このテーマに着⽬したきっかけは、2011 年 6 ⽉ 8 ⽇にボリビア政府が公布した⾃動⾞登録法
（Ley de saneamiento vehicular, Ley 133）にある。この法律は、国内または国境免税区域に存在する





効果が⽣まれることに懸念を表明したことを報じている［Página Siete, 18 de julio de 2011］1。この








                                                        
1 2011 年当時のブラジル外務省ウェブサイトには、以下のようなメッセージが公開された（2011 年 6 ⽉ 20 ⽇アク
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2 この問題は 1989 年のバーゼル条約で規制されており、2018 年 4 ⽉時点で⽇本を含め 186 カ国が批准している。
（http://www.basel.int/Countries/StatusofRatifications/PartiesSignatories/tabid/4499/Default.aspx#enote1, 2018 年 4 ⽉ 22
⽇アクセス。） 
3 これら３カ国以外に、部品製造以外を現地で⾏うノックダウン⽣産を⾏なっている国がある。 
4 ⽶国商務部 Export.gov (https://www.export.gov/article?id=Mexico-Trade-Barriers, 2018 年 4 ⽉ 20 ⽇アクセス。) 
5 JETRO（https://www.jetro.go.jp/world/qa/04J-101001.html, 2018 年 4 ⽉ 20 ⽇アクセス。） 
6 ⽶国商務部（https://www.trade.gov/td/otm/assets/auto/TBR2015Final.pdf）、および 
JETRO（https://www.jetro.go.jp/world/qa/04J-101001.html）、いずれも 2018 年 4 ⽉ 20 ⽇アクセス。 
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7 Clerides［2008］は、キプロスの事例から、中古⾞輸⼊を許可することで消費者あたり 2000 ドルの節約効果があ
ると推計している。 
8 バスを開業するためには政府のライセンスを得た同業者組合に加⼊する必要があるが、タクシーの場合はそう
した条件をあまり気にせず開業することができる（ライセンスが厳しい国を除く）。2011 年 9 ⽉ 26 ⽇にボリビ
アのサンタクルス県でタクシー運転⼿から聞いた話では、中古⾞市場で⾒つけた 6000 ドルのトヨタ・カローラ







































設け、そこでのみ輸⼊を認めている。浅沼［2013, 67; 2014, 113］によれば、⽇本からチリへは 2000
年代後半に毎年約 5~10 万台が輸出され、2008 年に⽇本からチリに輸出された中古⾞の台数は全
世界での⽇本の中古⾞輸出の第 2 位を占めた。そして、2008 年にイキケの保税区域に⼊った中古
⾞のおよそ 77％は、ボリビアに再輸出されているのである10。19 世紀末に太平洋岸の領⼟を失っ
たボリビアは、チリから無税通関の権利をこの保税区域で認められており、アジア製の中古⾞の
                                                        
10 『通商弘報』2008 年 2 ⽉ 12 ⽇、同 2008 年 11 ⽉ 12 ⽇より。ちなみに同情報源によれば、2007 年のボリビアへ
の再輸出台数の割合は約 54％だった。 
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せて検討する必要がある。⼀⾒してわかるように、2002 年から 2008 年にかけて輸出額は 10 倍に
拡⼤した。これはおそらく、これら 2 か国がそれまでの不況から抜け出し、天然ガスや鉱物資源
価格の⾼騰に由来する好景気を謳歌するようになったためと推測できる。他⽅で、輸出額の急増
には⽇本側の理由もある。2005 年 1 ⽉より⽇本政府はいわゆる⾃動⾞リサイクル法を施⾏したこ
とで、この時期を境として中古⾞輸出が急増したと推測できる12。 
その後、2008 年から 2009 年にかけて、これら 2 か国への⽇本製中古⾞の輸出額は顕著な下落
を⾒せている。この背景にはボリビア側の中古⾞輸⼊に対する規制が影響していたのだが、それ
については次節で詳述する。 













て考えられる[『通商弘報』2008 年 2 ⽉ 12 ⽇]。 
13 ここでは、ボリビアへの⾃動⾞輸⼊のほとんどがチリを経由すると想定しているが、注 11 で述べたとおり、こ
の想定は現実的なものであるだろう。 
14 2003 年の輸⼊額データは⽋損値である。 
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表 1 は、1989 年から現在までの⾃動⾞輸⼊に関連する法令を⼀覧にしたものである。この表か
ら、主に 3 つのことが明らかになる。第⼀に、中古⾞輸⼊は当初は⾃由に輸⼊されてきたが次第
に規制されるようになり、1998 年に 5 年を超える中古⾞の輸⼊が全⾯禁⽌されたことである。第






年 法令 概要 
1989 DS 22126 密輸に対する法的取締体制の整備。 
1990 DS 22631 ⾃動⾞登記簿の設⽴。第 1 回⽬の「合法化」。 
1994 DS 23860 書類不備⾞両の摘発命令。第 2 回⽬の「合法化」。 
1997 DS 24604 単⼀⾃動⾞登記簿の設⽴。第 3 回⽬の「合法化」。 
1998 DS 25093 新⾞から 6 年を超える中古⾞および右ハンドル⾞等の輸⼊を禁⽌。第 4 回⽬の
「合法化」。 
1998 DS 25248 新⾞から 5 年を超える中古⾞の輸⼊禁⽌。 
2000 DS 25932 全国農⺠組合（CSUTCB）のために、5 年を超えた中古⾞ 1,000 台の輸⼊を許可。 
2004 DS 27322 軍、警察、外交官のため、あるいは寄付による中古⾞輸⼊を禁⽌の対象外とする。 
2004 DS 27341 5 年を超えた中古⾞および右ハンドル⾞等の輸⼊禁⽌を撤廃。 
2004 DS27627 第 5 回⽬の「合法化」。 
2006 Ley 3467 密輸商品に対する税関の摘発に先⽴つ⾃⾸（el arrepentimiento eficaz）に対する取
り決めを整備。 
2008 DS 29836 新⾞から 5 年を超える中古⾞やディーゼル⾞、事故⾞などの輸⼊を禁⽌。経年制
限の段階的規制強化を規定。 
2011 Ley 133 第 6 回⽬の「合法化」。 
2014 DS 2232 新⾞から 2 年を超える中古⾞の輸⼊を禁⽌。2016 年 1 ⽉ 1 ⽇より新⾞から 1 年
を超える中古⾞の輸⼊を禁⽌する旨規定。 
（出所）官報より著者作成 
（注）DS は⼤統領令、Ley は法律。 
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府との間で展開されてきたと考えられる。1990 年代半ば、および 2000 年代後半に⾒られた経済
成⻑にともない、国内に流通する⾃動⾞台数が増加したのに対して、政府はそれぞれ 1998 年と
2008 年に中古⾞の輸⼊規制を導⼊した。しかし、そうした輸⼊規制には市⺠との交渉が必要だっ






法制史を⾒ると、本稿の冒頭でふれた 2011 年の「合法化」政策は、それ以前に 5 度も実現されて



























ーナ・グティエレス（Adriana Gutiérrez）、PAT（テレビ局）記者に対して、2011 年 7 ⽉ 22 ⽇に筆


























                                                        
15 アドリアーナ・グティエレス記者とのインタビュー（2011 年 7 ⽉ 22 ⽇、ラパス市にて）。筆者は、2012 年にボ
リビアのエルアルト市（⾸都ラパス市郊外）の保税区域で開催された、⽇本のインターネット中古⾞販売会社の
説明会に出席したことがある。その場には、ボリビアの零細中古⾞輸⼊業者が 30 名ほど出席していた。 
16 アドリアーナ・グティエレス記者とのインタビュー。 
図 4 ボリビア略地図 
（出所）筆者作成 
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とも⾔われた19 ［La Razón, 11 de marzo de 2012］。豪腕で知られたマルリン・アルダヤ税関庁⻑官
（Marlene Ardaya）でさえも、チャジャパタへの介⼊には武⼒衝突が懸念されるため「介⼊不能
（impenetrable）」と述べたことがある［La Razón, 29 de julio de 2012］。 
2011 年の「合法化」政策の後、チャジャパタなどで密輸が横⾏していることが⼤きく報じられ
ると、政府は税関と警察だけでなく軍も動員して摘発に動いた。2012 年 10 ⽉に実施されたチャ
ジャパタでの摘発では 400 台以上が摘発された［La Razón, 11 de octubre de 2012］。軍も動員した摘
発の結果、ある程度の改善が⾒られると⾔われるが、2018 年 4 ⽉現在でも密輸⾃動⾞は偽造プレ
ートなどをつけて⾛り続けているようである20。2018 年現在の実態の把握は容易ではないが、報
道からは、政府の中古⾞輸⼊規制の影で依然として密輸が横⾏していると推察される。 
前節では、2004 年と 2011 年の「合法化」政策が、輸⼊規制導⼊からそれぞれ数年後に⾏われて
きたことを指摘した。2008 年に 5 年を超える中古⾞の輸⼊が禁⽌された際、事前に同禁⽌措置が
アナウンスされなかったため、イキケ保税区域や国境の検問で⼤量の中古⾞がボリビアに輸⼊で
きず、混乱が⽣まれたと⾔われる［『通商弘報』2009 年 3 ⽉ 10 ⽇］。2011 年にボリビア国内で「合










                                                        
17 アドリアーナ・グティエレス記者とのインタビュー。 
18 2011 年の「合法化」政策直後に、チャジャパタで違法⾞両を接収しようとした税関の取締担当官を住⺠がリン
チする事件が発⽣した［Página Siete, 5 de noviembre de 2011］。 
19 2011 年の「合法化」政策では、約 31％にあたる 20,755 台がコチャバンバ県で登録されており［La Razón, 12 de 
febrero de 2012］、同県チャパレのコカ栽培農⺠の間で密輸⾃動⾞が広く⽤いられてきたとの噂がある。中古⾞密
輸が、コカ栽培でえた現⾦収⼊のマネー・ロンダリングに使われているとの噂は広く聞かれる。 
20 例えば、2018 年 3 ⽉に、コチャバンバ県サバヤ（Sabaya）で密輸⾃動⾞を摘発した税関職員２名が殺害されて
おり、コチャバンバ市では依然として密輸⾞が売買されているとの報道がある［Los Tiempos, 1 de abril de 2018］ 
（http://www.lostiempos.com/actualidad/pais/20180401/negocio-chutos-auge-ofertan-combos-traslado-soat-placa, 2018 年
4 ⽉ 23 ⽇アクセス）。 
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興味深い研究テーマの 1 つとなりうるだろう。 
経済統合など国家間の経済活動が着⽬される⼀⽅で、中古⾞の国際流通のような陽の当たりに
くい⼤衆レベルでのグローバルな結びつきについては、⼗分に実態は解明されていない印象があ
る。これまで様々な研究分野から取り組まれてきたものの［⼩島 2014; 浅妻 2013 など］、各国ご
との規制や流通実態についての詳細な情報が必要なことが、研究蓄積が薄い理由ではないかと推
測される。⼤衆レベルでの国境を超えた経済的結びつきについて、スペイン語での研究はわずか
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